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とてもシンプルに、自分の人生を見つめるだけで、自分の行く末が見えてくる。いつも何かに追われている」。
    
  



  

    

      
マリア・アーヴィング
    
  



 






 






  

    

なぜ、日常生活の中で何が私たちを行動へと駆り立てるのかを理解することが重要なのでしょうか。どのように判断するのか？私たちは、どのような思考構造に従って、自分の選択を決めているのだろうか。
  



 






  

    

人は毎日、何千もの可能性について見積もり、評価、決断をしなければならない。そのほとんどは、あまり重要でない事柄に関わるものです。しかし、人生には時として、将来に影響を及ぼす可能性の高い難しい選択を迫られることがあります。
  



 






  

    

残念ながら、多くの人は良い判断をするための意識はほとんど持っていません。多くの場合、意思決定者は、なぜある道を選んだのか、その理由を言うことができません。どう考えても、私たちは日常生活の中で、意思決定モデルがどのように機能するかをほとんど意識していません。
  



 






  

    

それは、評価を行い、最善の方法を選択する必要に迫られたとき、脳がどのように働くのか、誰も教えてくれなかったからです。多くの人は、私たちの選択は経験や直感の結果であると考えています。また、理性的な部分と感情的な部分の調停を表すと考える人もいます。しかし、私たちの判断は、多くの場合、ヒューリスティックと呼ばれる手続きにもとづいていることをご存知の方は少ないのではないでしょうか。
  



 






  

    

私たちの知的処理能力は、原始人の時代から適応の過程を経て発達してきました。そのため、人間の頭には、情報が部分的、不完全であっても適用できる一連の意思決定方法が組み込まれている。
  



 







  

 
自然や危険な状況から身を守ってきた防御機構ですが、現代社会では必ずしも有効とは言えません。このガイドの目的は、意思決定におけるこれらの重要な側面を読者に認識させることです。
  




 






  

    

このページでは、意思決定に際し、個人がどのように評価や見積もりを行っているかをご紹介します。しかし、特定の状況下で私たちの行動に体系的に影響を与える認知エラーやバイアスについてもお話します。
  



 







  

 
最後に、感情が意思決定や評価に及ぼす影響、文脈や環境の影響、そして日常生活で選択をより適切に判断するための重要な側面といくつかの戦略についてお話します。
  




 






  

    

この本は、認知心理学の最新の理論から導き出されたいくつかの概念を、シンプルで直接的かつ即効性のある方法で提供し、私たち一人ひとりが日常生活をより平穏かつ安全に過ごすための認知ツールボックスを完成させることを目的としています。そして、日々求められる無数の選択肢の中から、チャンスをつかむことです。
  


                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                        ステップ1：意思決定のモデル、手順、判断、確率の法則
                    

                    
                    
                        
                    

                    
                

                
                
                    
                    

 







  

    
「直感の芸術と分析の科学の両方が、賢明な決断を下すために果たすべき役割を担っています」。
     
  




  

    
朱珠
  



 






  

    

良い決断をする方法を理解する前に、まず、人々がいつもどのように選択をしているのかを知る必要があります。見積もり、評価、判断は日常的な活動です。一般的に、人は自分の人生を大きく左右するような選択については、慎重に検討する傾向があります。
  



 






  

    

しかし、実は、今の私たちは、これまでの人生におけるすべての選択の結果なのです。認知心理学では、人の選択の背後には形式化できる手順があることが分かっています。これらの戦略は、ほとんどが無意識に実行され、ほとんどの場合、状況に応じた機能的なものです。
  



 






  

    

しかし、私たちの選択システムは、外的条件に効果的に対応できない場合があります。例えば、直線的な判断や一貫した判断をするための明確な情報が十分でない場合などがこれにあたります。
  



 







  

 
実際、人間の心は、費やした心理的労力から見て最も経済的な道を常に好むように組織されている。これにより、自由に使えるリソースを最大限に活用し、簡単に解決できる問題で時間を浪費することを避けることができるのです。
  




 






  

    

しかし、複雑な問題に対して同じ戦略を用いる場合、通常の意思決定経路をたどると、予期せぬ、しばしば不愉快な結果を招くことがあります。
  



 






  

    

これまで話してきたような手順をヒューリスティックと呼びます。それ自体はポジティブでもネガティブでもなく、私たちが置かれている状況に応じて適応させなければなりません。そうでない場合、組織的な誤りが生じ、判断が偏見やビアスに変わり、効率的でないものになってしまうのです。
  



 







  

 
しかし、その内容をよりよく理解するためには、まずその輪郭を描き、「決断する」とはどういうことなのかを明確にする必要があります。心理学では、この活動を「
2

  

  つ以上の選択肢について好みを表明することを目的とした認知過程の表出」と定義している。



 







  
当たり前のことかもしれないが、少なくとも
2

  

 
つの可能性が存在しなければ、選択とは言えず、義務的な道としか言いようがない。その意味で、まず意識的な意思決定と無意識的な意思決定を区別することができる。
  




 






  

    

真に意識的な選択とは、自由な選択、すなわち文脈や他の個人によって設定された外的要因や制約に条件付けされない選択のことである。それは、自分自身の気持ちによる判断です。一方、無意識の判断は、認知エネルギーを節約できる反面、重要な問題に直面したときに、役に立たないバイアスやショートカットの蔓延を招きかねません。
  



 






  

    

正しい判断と間違った判断の境界線も同様に曖昧です。もちろん、このような判断は、選択した結果が具体的になってからでないとできません。良い決断をすれば生活の質が向上し、悪い決断をすれば予期せぬ問題に直面せざるを得ないという負の側面もある。
  



 






  

    

実際、過去は過去の一部であり、一度選択した結果を変更することはできません。一人ひとりが成熟していく過程では、必ず過去を受け入れることになるのですが、それは常に経験の貯蔵庫であり、改善の出発点でもあります。
  



 






  

    

そのため、このガイドでは、読者の皆様に、この問題の別の見方に注目していただくことを目的としています。正しい選択か間違った選択かではなく、自分の価値観や原則に沿った生き方をするために、どのように正しく機能的な決定を下すかを理解することが有効である。
  



 






  

    

ここで一旦立ち止まって、最初の自己評価を行うのが適切かもしれません。自分のために時間を割いて、自分の過去を振り返りながら、良い選択と悪い選択の例を一つずつ書き出してみてください。
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この最初のステップを終えたところで、自分の人生にとって、正しい選択は何が機能的で、間違った選択は何が逆効果だったのか、自問自答してみましょう。
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一度、このエクササイズをやってみて、振り返ってみてください。もし、その選択が意識的になされたもので、自分の価値観に合ったものであれば、たとえネガティブな結果であっても問題にはならないでしょう。意識的で整合性のある選択は、たとえ予想と異なる結果になるはずでも、決して後悔にはつながりません。
  




 






  

    

また、選択には常にリスクが伴うことを理解しておくことも重要です。選ばないこともまた、選択なのです。人は、ある状況において、それ以上行動すると逆効果になることを理解した上で、意識的に行動しないことを選択することができます。そして、他人に選ばせることもできる。
  



 






  

    

これらのシナリオは、いずれもリスクを伴うものであることに変わりはありません。意図的、意識的に生きると決めれば、選択した後に後悔することはない。もちろん、後から振り返れば、常に改善すべき点は見つかるものです。多くの場合、その選択は違っていたかもしれませんが、必ずしも良いとは言えません。
  



 






  

    

一方、良い選択をするために必要な意識は、以前行った間違った選択から派生する部分もあります。だから、過去は変えられないのだから、あまり思い詰めても仕方がない。また、悪い選択も、現在を改善するために必要な手がかりを得ることができれば、良い選択になる可能性があります。
  



 







  

 
そのような意識から、将来の選択肢を広げていく方法が見えてくるのではないでしょうか。意思決定戦略に関連する理論モデルは、この分野で
2

  
つの主要なアプローチを区別している：
1

  
つ目は規範的、
2

  
つ目は記述的と定義されている。



 






  

    

規範的アプローチでは、絶対的な合理性を前提にしています。これは、個人の意思決定プロセスに経済的基準が存在することを当然とする仮定である。実際、この理論構成によれば、人は論理的な基準を採用し、純粋な利潤の追求に基づいて選択する合理的な存在である。
  



 






  

    

このモデルは、数学者ジョン・フォン・ノイマンの研究がベースになっている。経済学で広く使われている手法で、マクロ経済的な文脈における個人や企業の選択プロセスを研究するものである。個人とは、利用可能な選択肢と情報に基づいて、確率計算を採用し、安定した選好を表明する経済主体であると定義する。
  



 






  

    

もちろん、現実には状況が異なることは重々承知している。このモデルの利点は、極めてシンプルで直線的であることと、とてつもなく複雑な世界に秩序をもたらすのに有用であることだ。また、意思決定支援のための手法やアルゴリズム、ソフトウェアを生み出すための理論的アプローチでもある。
  



 






  

    

そのため、レギュラトリーモデルでは、利得の最大化とリスクの最小化という観点から最適な意思決定を支援することを目的に、自分の選択を最適化するための戦略を提供しています。
  



 






  

    

その典型的な例が期待効用モデルであり、リスクの高い状況下での合理的な意思決定戦略を提供するものである。これは、可能性はあるが確実ではないすべての選択と理解される。この考え方の背景には、「人はいくつかの可能性に直面したとき、より価値が高く、かつ実現する可能性の高いものを選ぶべきだ」という考え方があります。
  



 







  

 
そして、決定戦略は、起こりうる各事象の期待効用を計算し、各代替案が生み出す価値を足し合わせることで、最適な代替案を特定する。例えば、テレビのクイズに参加するとこうなる、という典型的なケースです。参加者は、可能性が低いと思われるものを排除するプロセスを経て、最適な答えを選択することを目指します。当然ながら、重要な前提があります。
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